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：無線装置およびそれを備えた無線ネットワーク
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■  技 術 概 要

無線ネットワーク無線ネットワーク無線ネットワーク無線ネットワーク

マルチチャンネルを用いて無線通信を行
う無線ネットワーク、車々間通信
同じ拡散符号チャンネルであっても、パケット単位で受信電力及び伝搬路の状況が
異なる環境下において、干渉波を効果的に排除する無線ネットワークを提供する。

複数の周波数から選択された１つの周波数と、複数の拡散符号から選択された１つ
の拡散符号とを用いてパケットを送受信する無線ネットワークであって、パケットの
受信信号を逆拡散して得られる値の絶対値の平均値を評価値とし、その評価値に
基づいてパケットの受信信号から干渉を効果的に除去するための基準となるしきい
値を演算し、そのしきい値に基づいて受信信号から干渉を除去すべきか否かを判
定し、その判定結果に基づいて受信信号から干渉電力の大きい順に干渉を除去し
ている。

本発明によれば、受信信号から干渉電力が大きい順に除去されるので、受信信号
が効果的に除去され、同じ拡散符号チャンネルであっても、パケット単位で受信電
力及び伝搬路の状況が異なる環境下において、干渉波が効果的に除去され安定し
た無線通信が行える。


